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1．はじめに 

 都市水域は景観のわずか数%を占めるに過ぎないが，生態系にとっては避難・中継

地などの重要な機能を提供している．一方で，数 m2～2 ha の止水域が生物多様性に果

たす役割は，大規模な止水域より重要な場合もあり 1，都市水域の創出や維持管理が

生物多様性に影響することが指摘されている．日本では昆虫類が最も絶滅危惧種の多

い分類群 2 であり，農村地域における昆虫類の研究は盛んである 3．しかし，都市水域

が提供する生息環境やその連結性に関する知見は限定的である．そこで本研究では，

帯広市と周辺農村地域の水生昆虫類を調査し，農村地域に挟まれた都市水域の生息環

境が，水生昆虫類の種多様性に及ぼす影響の評価結果について報告する．  

2．方法 

帯広市と周辺農村地域約 2，230 km2 を対象地域とした．本研究の調査地とした帯広

市は北海道を代表する中都市で，都市域は東西を山麓に挟まれ，農村地域を南北に分

断する形で展開されている．本研究では，対象地域内から 60 地点の小規模な止水

域・緩流水域を選定した．水生昆虫類の採捕調査は，春期（2024 年 4 月 29 日～5 月

24 日），夏期（同年 7 月 21 日～8 月 19 日），秋期（同年 9 月 21 日～30 日）の 3 期間

に実施し，キック・スイープ法により水生昆虫を捕獲した後，その場でスマートフォ

ンで写真を撮影した．後日，撮影した画像から目～属レベルで同定作業を行った．  

データ解析については，捕獲した水生昆虫の種組成と個体数について整理し，Bray-

Curtis 距離に基づく類似度を算出した．調査地点の土地利用属性を決定するために，

各地点の中心から半径 500 m のバッファー内における土地利用区分の面積割合を，地

理情報システム（ArcGIS Pro 3．2．0）で抽出した．また，調査地点間の連結性を調

べるため，調査地の土地利用から調査地点間を都市間，都市—非都市間，非都市間の 3

グループに分類し，土地利用の組み合わせと種構成の類似度の関係を解析した．ま

た，非都市間の回帰直線を移動阻害がない場合の距離と類似度の関係式とし，都市間

の類似度を式に代入して，都市に移動阻害がない場合の仮定上の距離を算出した．求

めた距離を実測距離で除算した値を平均し，都市の移動抵抗値を評価した． 

また，調査結果より得られた類似度に影響を与える種を特定するため，Similarity  
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percentage 分析（SIMPER 分析）5 を用い

て，各昆虫種の類似度に対する貢献度の

順位付けを行った．  

3．結果と考察 

類似度と調査地間距離の関係を図 1 に

示す．非都市間において調査地間の距離

の増大とともに類似度が低下する傾向が

あり，都市-非都市間，都市間になるにつ

れて傾きは小さくなることが確認され

た．また，都市間と非都市間の回帰直線

より，都市が水生昆虫類に与える移動抵

抗値は 2．15 であった． 

 次に，SIMPER 法による類似度に対す

る昆虫種の平均貢献度の結果を図 2 に示

す．カゲロウ目が類似度に最も貢献した

という結果を得た．この結果は，カゲロ

ウ目が 31 地点で捕獲され，広く生息する

ことに起因したと考えられる．カゲロウ

目は 1 km 以上移動する種が存在し 6，都

市による移動阻害の影響を受けても，移

動できた可能性がある．また，貢献度上

位種のイトトンボ 7 やゲンゴロウ 8 も 1 km 以上の移動が可能である．  

 結果より都市水域は農村水域に比して約 2 倍の移動抵抗を示し，類似度に影響力を

有する種は移動能力で規定されたことから，都市水域の連結性は低い可能性がある．  

 また，本研究では捕獲された水生昆虫類のデータ数の不足が懸念された．捕獲調査

量を増加させ，大量のデータを集積するために，時間コストを要する種同定を精度高

く自動化する研究についても取り組みたい．  
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図 1 調査地間距離と Bray-Curtis 類似度の関係  
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図 2 Bray-Curtis 類似度に対する昆虫種の平均貢献度  
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